７古典文法―用言の活用

１　次の用言の活用表を完成させよ。

	下に続く語
	形容動詞
（ナリ活用）
	形容詞
（ク活用）
	サ変
	カ変
	下二段
	下一段
	上二段
	上一段
	ナ変
	ラ変
	四段
	種類

	
	静か
なり
	なし
	す
	来
	求む
	蹴る
	恨む
	着る
	往ぬ
	あり
	打つ
	基本形

	
	静か
	な
	（す）
	（来）
	求
	（蹴）
	恨
	（着）
	往
	あ
	打
	語幹

	︱ず
	
	なら
	から
	（く）
	せ
	こ
	め
	け
	み
	き
	な
	ら
	た
	未然形

	︱けり
︱て
	に
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	ち
	連用形

	︱。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	終止形

	︱こと
︱とき
	
	
	
	き
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	連体形

	︱ば
︱ども
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	已然形

	命令の
言い切り
	
	
	
	
	
	こ・こよ
	
	
	
	
	
	
	
	命令形








２　次の―線部ⓐ～ⓗの用言について、例にならって活用の行（動詞のみ）と種類、文中での活用形を答えよ。
①　花の色は例うつりにけりなⓐいたづらにわが身世にⓑふるながめⓒせしまに	（小 (お)野 (のの)小 (こ)町 (まち)）
②　風にⓓなびく富士の煙 (けむり)の空にⓔ消えてゆくへもⓕ知らぬわが思ひかな	（西 (さい)行 (ぎょう)法 (ほう)師 (し)）
③　大 (おほ)江 (え)山 (やま)いくのの道のⓖ遠ければまだふみもⓗみず天 (あま)の橋 (はし)立 (だて)
		（小 (こ)式 (しき)部 (ぶの)内 (ない)侍 (し)）

例〔ラ行四段〕活用〔 連用 〕形
ⓐ〔　　　　〕活用〔　　　〕形	ⓑ〔　　　　〕活用〔　　　〕形
ⓒ〔　　　　〕活用〔　　　〕形	ⓓ〔　　　　〕活用〔　　　〕形
ⓔ〔　　　　〕活用〔　　　〕形	ⓕ〔　　　　〕活用〔　　　〕形
ⓖ〔　　　　〕活用〔　　　〕形	ⓗ〔　　　　〕活用〔　　　〕形









３　次の文から変格活用の動詞を一つずつ抜き出し、その種類と文中での活用形を答えよ。
①　もの一言、言ひおくべきことありけり。
②　かぐや姫をえ戦ひ留めずなりぬる事をこまごまと奏す。
③　男、「みやこへいなむ。」といふ。
④　いづら、猫は。こちて。

	抜き出し	活用の種類	　活用形
①〔　　　　　〕　〔　　　　　〕活用	〔　　　　〕形
②〔　　　　　〕　〔　　　　　〕活用	〔　　　　〕形
③〔　　　　　〕　〔　　　　　〕活用	〔　　　　〕形
④〔　　　　　〕　〔　　　　　〕活用	〔　　　　〕形


４　次の□内の用言を、（　）内に示した形に改めよ。
①　ただ一つ二つなど、ほのかにうち 光る て行くもをかし。（連用形）
②　神へ参るこそ本意なれと思ひて、山までは 見る ず。	（未然形）
③　初心の人、二つの矢を持つこと なし  。		（命令形）
④　木のさま にくげなり ど、楝 (あふち)の花いとをかし。	（已然形）
[bookmark: _GoBack]①〔　　　　　 　〕
②〔　　　　　 　〕
③〔　　　 　　　〕
④〔　　　　　 　〕


【解答】
１　打つ＝〔た〕／〔ち〕／つ／つ／て／て
　　あり＝〔ら〕／り／り／る／れ／れ
　　往ぬ＝〔な〕／に／ぬ／ぬる／ぬれ／ね
　　着る＝〔き〕／き／きる／きる／きれ／きよ
　　恨む＝〔み〕／み／む／むる／むれ／みよ
　　蹴る＝〔け〕／け／ける／ける／けれ／けよ
　　求む＝〔め〕／め／む／むる／むれ／めよ
　　来　＝〔こ〕／き／く／くる／くれ／〔こ・こよ〕
　　す　＝〔せ〕／し／す／する／すれ／せよ
　　なし＝〔く・から〕／く・かり／し／〔き〕・かる／けれ／かれ
　　静かなり＝〔なら〕／なり・〔に〕／なり／なる／なれ／なれ
２　ⓐ＝ナリ〔活用〕・連用〔形〕　　　　ⓑ＝ハ行下二段〔活用〕・連体〔形〕
　　ⓒ＝サ行変格〔活用〕・未然〔形〕　　ⓓ＝カ行四段〔活用〕・連体〔形〕
　　ⓔ＝ヤ行下二段〔活用〕・連用〔形〕　ⓕ＝ラ行四段〔活用〕・未然〔形〕　
　　ⓖ＝ク〔活用〕・已然〔形〕　　　　　ⓗ＝マ行上一段〔活用〕・未然〔形〕
３　①あり・ラ行変格〔活用〕・連用〔形〕
　　②奏す・サ行変格〔活用〕・終止〔形〕
　　③いな・ナ行変格〔活用〕・未然〔形〕
　　④来　・カ行変格〔活用〕・命令〔形〕
４　①光り　②見　③なかれ　④にくげなれ
